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Abstract　、Ve　reported 〜i　case 　of 　a 　28−year−o 玉d　primigravi〔1批 w 〔匚maIl 　wh 〔｝was 　involved　in　a 　tra』「fic　a〔℃ ident
at 　31　weeks ’

gesl且 巨on ．　She　drove　wlthout 　wearing 　a　seat 　belt．　She 　suffered 　a　compllcated 　c（）mp 〔川 nd 　frac−

ture 　and 　pelvic　fracturel　and 　eight 　houI’s　Iater　cesare   section 　delive取 was 　perずOrmed 　becic　use 　of　fetal　dis−

tress．　Tlle　cause 　of 　fetal　distress　wens 　th（川 ght　to　be　a 　decrease　in　ute 頁ne 　blood 　now 　because 　of 　maternal

rei，roperit 〔〕neaL 　hemorrhage （about 　Iρ00〜1
，
5  Og）due　to　lhe　pelvic　fractllre．

　 This　repolt 　slユggests　lhe　importance 　of 　wearing 　a 　sea 七belt　dunng 　pregnancy ．
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　　　　　　　　 緒　　言

　わが 国における 自動車事故は年々 増加傾向にあ

り， 平成 8年度で は年間約77万件発生 して お り，

妊婦が 自動 車事故に巻 き込まれ る こ とは稀 なこ と

で はな くな っ て きて い る．妊娠中の 外傷は ， 流早

産
’卜 呂）

や常位胎盤早・期剥離
｝函

お よ び子宮内胎児死

亡
2〕’3）5）s｝−11〕

など の原因 となる e 今回我 々 は，妊娠31

週 0 日に 自動車事故に て足 関節骨折お よび骨盤骨

折 を来 し ， そ の 後， 胎児仮死 を認めた た め 緊急帝

王切 開術 を施行され た 1例を経験 したの で若下の

考察 を加え報告する，

　　　　　　　　 症　 　例

　症例 ：28歳，0 同経妊 0 回経産。身長168cm ，体

重67kg（づ仁妊卩寺60kg）

　家族歴，既往歴 ：特記すべ き こ となし．

　現病歴 ：1995年 3 月10日よ り 6 日間を最終月経

と して妊娠 ， 以 降妊娠経過は順調で あっ た．1995

年 10月13日（妊娠31週 OH ）午前11時頃，自動車を

運転 中に誤 っ て約5m ドの 谷底 に転落 した．事故

当時 シ
ー

トベ ル トは着用 してお らず ，
フ ロ ン トガ

ラ ス よ り車外 へ 放 り出され た，事故直後 ， 通 りが

か りの トラ ッ ク の 運転 罫に発見され ， 救急車にて

近医整形外科 に搬送 された．経腹超音波検査に て

胎児心拍を確 認， 骨盤部 CT にて骨盤骨折 （恥骨お

よび腸骨 の 骨折 と仙腸骨 関節の 亜脱臼）とそ れ に

よる左後腹膜腔の 血腫 を認め た（図 1 ）。左足関節

開放骨折お よ び骨盤骨折 と診断され
， 左足関節開

放骨折 に対 して整復固定術，骨盤骨折に対 して 創

外固定術の 応急処置を受け ， 午後 6 時に 当院へ 母

体搬送 とな っ た ．

　当院救急外来受診時所見 ：血IE130／62，脈拍 80／

分，体温37．8℃，子宮JK29cm，腹囲86cm ，意識は

清明で あっ たがわずか な体位変換 で激し い 骨盤部

の 痛み を訴えた．腹痛お よび 子宮収縮は なく， 腹

部は柔 らか く， 子宮壁 に板状硬 の 所見は なか っ たe

経腹超 蒔波検査にて 児心拍 は／40〆分 ， 羊水量は中

等量 ， 胎盤 は前壁付着で 明 らかな異常所見 は認め

なか っ た．胎児推定体重 は1
，
493g で 週 数相当の 発

育で あ っ た．内診所見は ∫宮日閉鎖 ， 展退30％ ，

Station　
一

　3で
， 外 出Tfi1．や破水はなか っ た．

　甬1液検査 ：WBC 　9
，
800／mnf ，

　 RBC 　270　×　IO4／m 皿
B

，

Hb　9．Og／dl，
　 Ht　27．4％ ，

　 Plt　l8．9 × 104／mm
：］

，
　 GRP
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図 1 骨 盤 骨折 （腸 骨の 骨折 と仙腸骨関節 の 亜 脱臼）と

　それ に よる左 腸腰筋 の 腫脹

O．3mg ／dl，　 ESR 　21mm ／hr
， 出血 時間 工分で あっ た．

　入院後経過 ：産婦人科入 院後，た だ ちに CTG

施行した とこ ろ ， 3 分間欠の 規則 IF．しい 子宮収縮

を認め ， 遅発 ・
過性徐脈お よび細変動の 消 失を認

めた ため胎児仮死 と診断（図 2 ）した ，午後 7 時30

分，全身麻酔 ドにて緊急帝至切開術 を施行 ， 1，570

g の 女児 を Apgar　score 　3点 （1 分後）で娩 出した．

臍 帯 動脈 ユ血pll　7．22，臍帯 静脈 血 pH7 ．27で あ っ

た。羊水混濁は な く，胎盤後血 腫も認め なか っ た．

また ， 腹腔内出血はな く， 左骨盤 後腹膜が 綱 重形

成 によ り青黒 くみ える以外 は肝 ， 腎， 脾， 消化管

など の臓器に 損傷を認め なか っ た D 手術時間は 1

時問10分，術 中出血 量 は890g（羊 水 含）で ， 術 中

MAP 　280ml の 輸血 を行 っ た．術直後 より， 骨盤骨

折に対 して ， キ ャ ン パ ス牽引および直達牽引を施

行 したH 術後 9 日目に左 ド肢の 血栓性静脈炎を併

発 したため ， 低 分子 ヘ パ リ ン で ある フ ラ グ ミ ン

（5，000単位／IDの 投 与を開始 したeそ の 後 ， 骨盤骨

折に 対 して は創外固定 を 8 週間行 っ た．新 生児は

出生直後は挿管 ・サ ーフ ァ ク タ ン ト使用 し， 呼吸

管理 して い たが，経過 良好で 12月25H 母児 と もに

退院した．

　　　　　　　　 考　　察

　妊娠中の 外傷 に つ い て ， Lavery，（1995年）は ， 妊

娠 12例に 1例の 割合で起 きて お り， 原因として最

も多い の が 自動車事故，次い で 転倒，腹部に 対す

る暴力行為 の 順で ある と報告 し て い る
ヒ2）
。こ れ は

米国の 報 告で は あるが ， 囗本 国内にお い て も， 交

．
1

：：．．
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図 2　 入院 時 C「t’C．

通事故に起因する もの が多い と思わ れ る ．

　妊娠中の 外傷の 合併症 と して は，臓 器損傷およ

び それに よる出1血がある． L腹部にお い て は ， 脾

臓破裂が外傷に よ る腹腔内出血 の
一
番の 原因で あ

り， そ の ほか に肝臓，腎臓の 損傷が挙 げられる．

また ， 子宮 の 増大 と，こ の 部位の 著 しい lin流 の 増

大に よ り， 非妊時に比 べ ては るか に後腹膜 血腫を

来 しや す い こ とが特徴で あ る
’b’〕
．今回の 症例 にお

い て も，骨盤 部 CT よ り，恥骨お よび腸骨 の 骨折 と

仙腸骨関節の 亜脱臼を認め，左側か らの 強い 力を

受けて 傷害した もの と考 えられ ， 左腸骨骨折部位

か らの 出血 の ため左腰筋お よび腸筋が腫脹 して お

り， 約 1，000・− 1，500g程度の出血 量が推定された．

また，常位胎盤早期剥離 も忘れ て はな らな い 合併

症の
一・

つ で ある．軽症 の 外傷で 1 〜 5 ％ ， 重症例

で 40〜50％ の 頻度で 起こ る と報 告され て い る
121

。

r・宮破裂は， 妊婦外傷の 0．6％程度に過 ぎな い が ，

起 こ れ ば重篤な合併症 である
1’V
．胎児外傷 として

は
， 直接的に胎児外傷が起 こ る こ とは稀で あるが，

胎児の 頭蓋 お よ び脳 の 障害 の 報告が ある
］1｝
．そ の

ほか に も，胎児
．一

母体 出lil［等の 合併が ある．

　妊婦 の 外傷 ・合併症の 処 置で は，母体 に とっ て

最善 の 治療が ， 胎児に とっ て も最善の 治療に なり

うる の で あ り， 系統的な手段 で 見落 としの な い よ

うに評価する こ とが第
・
に重要 である。まず，気

道を確保 し， 十分 に呼吸 して い る こ とを確かめ ，

1一分な循環血 液量を維持する こ と で ある。妊婦 の

状態が安定後速や か に，分娩監視装概にて モ ニ タ

リ ン グを開始しなければ ならな い 。妊娠時の 重篤

な合併症で ある常位胎盤 甲期 剥離に つ い て は ， 妊

娠20週以 降で は分娩監 視装置を使用する こ と に よ

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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り， 早期診断が可能で ある ePearlman
　et 　al．は ， 受

傷後 4 時間 の モ ニ タリ ン グを行い
， ∫

L

宮収縮が 高

頻度にみ られた場合には ， その 20％に早剥がみ ら

れ たが，子宮収縮が ほ とん どない 場合 には常位胎

盤早期剥離は起こ らなか っ たと報 告して い る
1t
’〕

。

　本症例 にお い て は
， 胎児仮死の 原因と して ，当

初 ， 常位胎盤早期剥離を考えたが，術中所見お よ

び胎盤の 所見か らも早剥が 起こ っ て い た とは考え

に くく，骨盤 骨折 に よる左後腹膜腔へ の 出 iin（tv．定

1
，
000〜1

，
50eg）に よ り， 子宮の 循環血 流量の 減少

が起 こ っ たため と考え られた．妊娠中は循環血液

量の 25〜35％の 出血 を来 して も， 必ずしも母体の

バ イタル サ イン に変化 は起 こ らない とい わ れて い

る
Ll’）
。これは

， 妊娠に よ り循環血液 量が増大 して

い る こ と と ア ドレナ リ ン 作動物質に とりわけ敏感

な子宮動脈が収縮を来し ，
こ れ に よ り子営の 循環

甑液量 の 減少が起 こ りe 母体循環血液 量の 再配分

が起 こ るた めである ．しか し，
こ の こ とは胎盤へ

の 循環1n腋 量 の 減少を意昧 して お り，この こ とが

胎 児仮死 を もた らす結 果 と な る と い わ れ て い

る
17｝
。

　 1997年春の 交通 安全週間期 間中の 般 道路に お

ける シー トベ ル トの着用率は85．4％ と報告 されて

お り，シ
ー

トベ ル トの 着用率は年々 増加傾向を認

めて い る が ， 妊娠 中は シー トベ ル トの 着用 に よ っ

て胎 児の 損傷や流早産 の増加 をまね くの で はな い

か とい う心配の た め着用率は低 ドす る。1971年カ

リ フ ォ ル ニ ア で 自動車事故にあ っ た妊婦441人を

調査 した報告で は ， 衡突時に シ
ー

トベ ル トを着用

して い た の は ， わずか 14％ に過 ぎなか っ た。また，

シー トベ ル ト着用群 と非着用群 におい て ，母体死

亡お よび胎児死亡 を比較する とシー トベ ル ト着用

群が と もに有意に低か っ た．胎児死 亡の
一
番 の 原

因は母体死亡 で あ り， 衝突の 程度に関係な く，
シー

トベ ル トで 胎児死 亡 も流 早産 も増える こ とは な

か っ たと報
．
告されて い る

L81
．

　 今回の 症例にお い て も， 事故当時 シ ー 1・ベ ル ト

は着用 して お らず ， 車外に 放 り出 され，そ の 際に

強 い 衝撃を受けた と考えられ る。幸い に も母児 と

もに
・
命を取 りとめた非常に幸運 なケ

ース と考え

られる．母体 の 安全性を優先 させ る こ とが ，胎児

に とっ て も安全性 を高め る こ とになる わけで
， 妊

婦 に 対 して シー トベ ル トの 安全性か つ 有効性を説

明 して ，そ の使用 を奨め るこ とが望 ま しい と考え

られる．

　　　　　　　　　 結　　語

　 自動車事故 にて骨盤骨折 を来 し， 胎児仮死 に て

緊急帝一1三切開術 となっ た 1例 を経験 した．胎児仮

死の 原因 として ， 骨盤骨折に よ る左 後腹膜腔 へ の

出血（推定 1，00 一一1
，500g）に よ り，　 f宮の 循環嘔 夜

量 の 減少が起 こ っ たた め と考え られ た．本症例 よ

り妊婦の シ
ー

トベ ル ト着用 の 重要性 を認識 した．
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